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Ⅱ  センターの事業報告 
１．センター事業日誌（平成 23 年 4 月～平成 24 年 3 月） 
年 月 日 事  業  内  容 
平成23年 
4月25日（月） 
第 110 回学際科学実験センター教員会議 
第 1 回設備サポートセンター準備打合せ会 
5月20日（金） 第 111 回学際科学実験センター教員会議 
5月23日（月） 予算・点検評価専門委員会 
6月17日（金） 第 112 回学際科学実験センター教員会議 
7月15日（金） 第 113 回学際科学実験センター教員会議 
7月19日（火） 
～7月22日（金） 第 17 回生命工学トレーニングコース「遺伝子工学・基礎技術コース」 
8月8日（月） 学際科学実験センター・子どものこころの発達研究センター合同協議会 
8月10日（水） 第 2 回設備サポートセンター準備打合せ会 
8月24日（水） 第 114 回学際科学実験センター教員会議（人事委員会）（書面付議） 
9月6日（火） 第 115 回学際科学実験センター教員会議（人事委員会） 
9月16日（金） 第 116 回学際科学実験センター教員会議  設備共同利用推進室並びに設備共同利用推進室運営委員会を設置  
10月3日（月） 第１回学際科学実験センター設備共同利用推進室運営委員会 
10月17日（月） 第 117 回学際科学実験センター教員会議，予算・点検評価専門委員会 
11月7日（月） 第 2 回学際科学実験センター設備共同利用推進室運営委員会 
11月28日（月） 第 118 回学際科学実験センター教員会議，予算・点検評価専門委員会 
11月30日（水） 
～12月2日（金） 第 18 回生命工学トレーニングコース「発生工学・基礎技術コース」 
12月19日（月） 第 119 回学際科学実験センター教員会議 






～1月25日（水） 第 19 回生命工学トレーニングコース「生命科学・ＲＩ利用技術基礎コース」 
2月13日（月） 第 120 回学際科学実験センター教員会議，予算・点検評価専門委員会 
3月1日（木） 第 4 回学際科学実験センター設備共同利用推進室運営委員会 
3月19日（月） 第 121 回学際科学実験センター教員会議 












開催日：平成 23 年 4 月 9 日（土曜日） 
場 所：医学類 G棟講義室 
プログラム「体細胞の初期化機構とその応用」 
講演 1「iPS 細胞が分化万能性を獲得する過程におけるクロマチン高次構造の変化」 














開催日：平成 23 年 5 月 13 日（金） 
場 所：金沢大学十全講堂，金沢大学医学部記念館 













開催日：平成 23 年 5 月 18 日（金）  
場 所：金沢大学十全講堂 
講 演：低線量放射線の健康への影響と医療・健康増進への応用の可能性 
山岡 聖典 先生（岡山大学大学院保健学研究科教授） 
５．第 17回生命工学トレーニングコース 
「遺伝子工学・基礎技術コース」を開催 
第 17 回生命工学トレーニングコース（遺伝子工学・基礎技術）が 7 月 19 日（火）～7 月 22 日
（金）の４日間にわたり学際科学実験センター遺伝子研究施設で開催された。実習内容は，遺伝子




い，プライマーの設計，耐熱性 DNA ポリメラーゼの選択，PCR 反応条件の検討等についての講義
を行った。また，リアルタイム PCR を用いた遺伝子発現定量について，アジレント社製品の紹介を
行った。参加者は学内２２名であった。 
開催日：平成 23 年 7 月 19 日（火）～7月 22 日（金） 
場 所：遺伝子研究施設 ２階，３階 
主な内容： 
◎リアルタイム PCR（qPCR) 
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 １．total RNA 抽出と cDNA 合成 
 ２．リアルタイム PCR 法による目的遺伝子の発現定量解析 
◎ウェスタンブロッティング 














開催日：平成 23 年 8 月 6 日（土） 
場 所：金沢大学サテライトプラザ 3 階集会室 
プログラム 
開会の挨拶 柴 和弘（金沢大学放射性同位元素委員会 委員長） 
（金沢大学学際科学実験センター 教授） 
講 演１：「福島第一原発事故について知っておきたい基本的な事」 
山本 政義 先生（金沢大学環日本海環境研究センター 教授） 
講 演２：「福島第一原発事故による健康被害：皆さんご心配ですか？」 
絹谷 清剛 先生（金沢大学医薬保健研究域医学系 教授） 
見学コーナー 
 第一原発事故で使用された放射線測定機器類 
   横山 明彦（金沢大学理工研究域物質化学系 教授） 
   北村 陽二（金沢大学学際科学実験センター 准教授） 
   小阪 孝史（金沢大学学際科学実験センター 助教） 







C57BL/6 系統由来の ES 細胞が比較的容易に扱えるようになり，研究室で自作した C57BL/6 系統の




















開催日時：平成 24 年 1 月 20 日（金）13 時 00 分～17 時 50 分 
開催場所：金沢大学医学部記念館 2階会議室（宝町キャンパス） 
プログラム「RI 分子イメージングの現状と可能性」 
開会の挨拶（13:00～13:10） 浅野 雅秀（学際科学実験センター・センター長） 
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講演１ 「α線を出すアイソトープを利用したがん治療法の R&D」 
鷲山 幸信（金沢大学 医薬保健研究域 助教） 
講演２ 「企業と大学：産学連携の大学側からのアプローチ 
 ̶公的インフラの有効利用による研究の推進と収益モデルの構築をいかに行うか̶」 
岡 卓志（横浜市立大学大学院 医学研究科放射線医学 助教） 
 （(株)ベイ･バイオ･イメージング代表取締役社長） 
講演３ 「アルツハイマー病の診断・治療に資する分子イメージングプローブの開発」 
小野 正博（京都大学大学院 薬学研究科 准教授） 
講演４ 「製薬会社における PET を用いた疾患治療薬の研究開発の現状と課題」 
西村 伸太郎（(株)アステラス製薬 バイオイメージング研究所長） 
講演５ 「小動物を用いた PET イメージングによる脳機能イメージングの現状と可能性」 
尾上 浩隆（(独)理化学研究所 分子イメージング研究センター 分子プローブ機
能評価研究チーム チームリーダー） 




は RI 標識化合物の利用が不可欠です。そこで今回，蛋白や神経伝達物質等の生理活性物質の RI 標
識技術や RI 標識体の動物実験技術を習得するためのトレーニングコースを平成 24 年 1 月 24 日と










② RI 標識体の精製 
③ RI 標識体の放射能測定及び放射能濃度調製 
④ マウスを用いた経時的体内分布実験及びインビボ薬物阻害実験 
⑤ 放射能測定装置（ガンマカウンタ等）の操作及びデータ解析 
